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や
っ
と
暖
か
い
日
が
続
く
よ
う
に
な
り
、
桜
も
咲
き
始
め
、
過
ご

し
や
す
い
気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
３
月
の
社
会
見
学
は
今
治
へ

梅
を
観
に
行
き
、
利
用
者
様
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
普
段
の

え
ぐ
も
利
用
の
日
に
は
利
用
者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
が
や
り
た
い

こ
と
を
さ
れ
、
楽
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

「前進」 

今の姿から１つ

前進したいです。 

クロスワードもリハビリ

も頑張っています。みんな

も何かにチャレンジして

みてね。 

みなさんお元気ですか。春ですね。

外出してお花を観たり、外気浴をす

るのに良い気候となりました。今は

窓際で日光浴をして楽しんでいま

す。これからもよろしくお願いしま

す。 

３ヶ月に１回の個別外出

でお母さんに会いに行く

のを楽しみにしています。

いつまでもお元気でいて

ほしいです。 

 施設の敷地に隣接する斜面の崩落による土砂災害を想定した避難

訓練を実施しました。土砂災害発生から避難完了までの間、災害の

情報収集、消防署への連絡を行い、職員同士の情報の共有を図り、

利用者様を安全な場所へ速やかに避難誘導することができました。

また、いざという時のために消防署の方に土嚢の作り方も教えてい

ただき、実際に土嚢づくりも体験しました。 

 今回は、訓練ということで事前に発生場所や想定がされた中での

避難でしたが、自然災害はいつどのような形で起こり得るか予想が

できません。そのため、職員全員が日頃から災害に対する危機意識

を持ち、訓練を重ねることで、万が一災害が発生した場合に、落ち

着いて迅速に安全な場所へ避難ができるよう、これからも様々な災

害を想定した防災訓練を行っていきます。 
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